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どこに向かって飛ぶ？
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島に戻り、遠く北方の山へ降

り立つ。

元の大陸に戻るため、西へ向

かう。

外海を更に東へと飛ぶ。
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未知なる
世界へ 嵐に揺れる船

バーティと一時休戦する

陰風の魔神

潜むもの

氷雪の魔神

「こりゃまた、懐かしい光景じゃねえ　　
か？」バーティは諸君を見下ろして言っ　
た。「イカれた傭兵どもが、俺の船に突っ
込んでやりたい放題したあげく、置き去り
にしやがって。こっちは破片から必死に、
ありあわせのボートを作らなきゃならな　
かった。で、今度はいきなり海のど真ん中
に現れて、救助を求めてたって寸法か？」

「しかもまだ、裏切り者のクワトリルと一
緒にいるとはな！」そう言ってドレイルを
オールで小突いた。「このの世界のどこに、
こいつが生きていられる余地があるってい
うんだ？」

「この人殺しの、ろくでなし野郎！」ドレ
イルは、咳きこみながら海水を吐き出した。
「アンタが死ぬのを見届けないうちは、私
は死んでも死にきれないんだわサ」

「人殺しだと！」バーティは激昂した。　
「なに言ってやがる、お嬢ちゃん。間違っ
てたら訂正してほしいもんだが、お前の命
を救ってやったのは俺じゃなかったか？　
もういっぺん海に蹴り飛ばして欲しいの　
か？」

　ドレイルも何かしら怒鳴り返し、口論か
ら流血沙汰に発展しそうだったので、諸君
は割って入った。水平線を指さし、嵐が　
迫っていることを皆に思い出させた。意見
の相違をどうこうするにも、まずは生き　
残ってからだ。

「あいよ」バーティがそう答えると、ドレ
イルも静かに頷いた。「ありがとな、傭兵
さん。このありあわせのボートは、かつて
の俺の船の成れの果てだ。船員なんか、も
ういねぇ。まあ、操舵ならまかせてくれ。

だが手助けが必要だ。ひしひしと感じるん
だ。こいつは怒れる海の精の仕業だ」

「これで終わりってわけじゃないわサ、片
耳！」ドレイルは荒天の轟音を上回る声で
叫んだ。「この嵐が過ぎるまで、アタシに
近寄らないで！」

　 ドレイル　　 もバーティ　　 もパーティ　
の仲間であり、全モンスターの敵です。け
れどドレイルとバーティは、互いに敵同士
です。ドレイルは毎ラウンド行動順位51で
「移動４、攻撃３」を実行します（モンス
ターの攻撃修正の山を使用）。バーティは
何も行動しませんが、敵の狙いの際には行
動順位01と見なします。ドレイルもバー
ティも、HPは6＋2×Lであり、どちらかが
死亡したら、シナリオは失敗となります。
ドレイルかバーティがダメージを受けると
き、誰かひとりが手札を１枚廃棄して、そ
のダメージをなかったことにすることがで
きます。

　 毎ラウンド開始時、通常どおりに各プレ
イヤーはカードの選択を行い、その後３種
類すべてのモンスターの能力カードを公開
します（マップ上にその種類のモンスター
がいなくても）。その行動順位の値により、
どのモンスターが発生するのかが決定され
ます。２人ゲームなら、奇数ラウンド開始
時には行動順位が最大のモンスターが発生
し、偶数ラウンド開始時には行動順位が最
少のモンスターが発生します。３人なら、
第１ラウンドでは行動順位最大、第２ラウ
ンドでは行動順位最大と最小の両方、第３

ラウンドでは行動順位最小、第４ラウンド
では行動順位最大と最小の両方が発生し、
第５ラウンド以降はこれを繰り返します。
４人なら、毎ラウンド行動順位最大と最小
の両方のモンスターが発生します。発生す
るのは、第１から第６ラウンドまでは全て
通常モンスター、第７から第12ラウンドま
では全て上級モンスターとなります。陰風
の魔神は　　 から、潜むものは　　 から、
氷雪の魔神は　　 から常に発生します。陰
風の魔神が発生したラウンドでは、全キャ
ラクターとその仲間の移動力が１増加しま
す。氷雪の魔神が発生したラウンドでは、
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全キャラクターとその仲間の移動力が１減
少します。潜むものが発生した時には、全
キャラクターとバーティ以外の仲間は、潜
むものから１ヘクス（即座に）押し出され
ます。

　嵐が過ぎ、怒れる怪物の残党を海に叩き
落とすが早いか、ドレイルとバーティは既
に互いの喉元を狙っていた。ドレイルは 　
バーティに向かって、電気杖を振り回す。

「やい片耳！ 　今こそここで、ルース殺し
の罪を償わせてやるんだわサ」ドレイルが
宣言した。

「おいおい、待てよ」バーティはあざ笑っ
た。「お前さんの友達は、長いあいだ俺た
ちから盗みを働き続けていたんだぜ。みん
な知ってたことさ。ああでもしなきゃ示し
がつかねえ。単純なことだろ」

「だからって殺すだなんて、冷酷にも程が
あるんだわサ」ドレイルが言った。「ルー
スに慈悲を与えなかったアンタに、なんで
アタシが慈悲を与える必要がある？」振り
上げられたドレイルの杖を、バーティはす
るりとかわす。

「いい加減そのおもちゃを下ろしな。怪我
でもしたら大変だぜ、お嬢ちゃん」バーテ
ィは叱るような口調だ。「この件に関して、
お前さんが騙して連れてきた傭兵どもが、
まだそっち側についてくれると思ってるの
か？ 　陸に戻るには俺の操舵技術が必要 　
だって、みんなわかってるぜ」

「だから何なのサ、このクズ野郎！」ドレ
イルが叫んだ。「アンタの最期さえ見届け
られれるなら、後はどうなろうと知った 　
こっちゃないんだわサ！」

「なあ、きょうだい」ドレイルの次撃を避
けながら、バーティは諸君に懇願する。 　
「何が問題か、もうわかっただろ。このイ
カれたクワトリルと俺は、共に同じ船には
乗っていられない。あの愚行に圧倒されち
まう。さあ、選択の刻だ」

アイテム078番〈疾風の剣〉

各人 　 10XPずつ


